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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、農山村における里山を対象に、資源の過少利用が引き起こす環境問題
を分析し、それを解決するための手法について、日本とベトナムの比較研究から示
唆を引き出している。経済学ではこれまで、希少資源の最適配分を分析対象として
きたため、資源が過少利用となるケースは、経済学の分析対象とすらなってこなか
った。しかし現実には本論文が明らかにしているように、資源の過少利用が、かえ
って環境悪化を引き起こし、自然災害すら引き起こしているケースがみられる。 
 こうした問題が生じるのは、原生林のように自然が、人間のまったく手を触れな
い状態にあるのではなく、里山のように、人間が自然に適度に手を入れることによ
って生態系が保たれているからである。つまり、適度な利用が生態系の保全をもた
らしている場合、過少利用は生態系のバランスをかえって崩してしまう。 
 そこで本論文は、人間・社会と自然を別物として対立的に捉えるのではなく、両
者が相互に依存しつつ、影響を与え合って進化していく「共進化」という理論枠組
みで問題を分析するのが有効だとして、それを理論的基礎に据えて資源の過少利用
問題を取り扱っている点に、第1の意義がある。 
 第2の意義は、日本とベトナムを対象に、なぜ過少利用が起きるのか、それが起き
るとどのような問題が具体的に起きるのかを丹念な調査によって明らかにした点に
ある。日本については、江戸時代以降の里山利用に関する歴史的資料に基づいて、
江戸時代には過大利用されて山林が過剰伐採されるなどしたことから、洪水など甚
大な災害が起きていたこと、それに対して入会地が設定されて厳密な資源利用ルー
ルの形成が行われてきたことが説かれる。しかし、エネルギー源の石油への転換が
起きたことで、逆に山林は資源の過少利用に陥ってしまっている。 
 他方、著者が複数回ベトナムにわたって現地調査を行った結果に基づいて、ベト
ナムの農山村における資源利用状況が明らかにされ、徐々にエネルギー転換によっ
て日本と同様の過少利用問題が生じるリスクが指摘され、バイオマスや小水力な
ど、ベトナムの自然をうまく利用する形で再生可能エネルギーにエネルギー転換す
ることで里山の資源利用の最適化を図る方途が示唆されている。 
他方、審査では、(1)環境経済学の観点だけでなく、農業経済学や林業経済学の観
点からの研究蓄積を活用すべきこと、(2)日本の過少利用問題と同じ原因で、ベトナ
ムの過少利用問題が生じているのか、(3)「里山」を実体に即して類型化するととも
に「里山」概念の精緻化を図るべき、といった分析上の課題も指摘された。 
以上の課題にもかかわらず本論文が、日本とベトナムにまたがる実証研究を通じ
て新たな貢献を成し遂げた点を高く評価すべきだという点で意見の一致をみた。よ
って、本論文は博士（経済学）の学位論文として十分価値あるものと認定する。ま
た平成30年2月5日、論文内容に関する口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
  
